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「諸悪莫作衆善奉行　一壁に耳あり障子に目あり一」（一般講演）
　　　　　　　　　社会情報システム研究所主宰・明治大学経営学部講師三好賢周氏
　私は、当明治大学・情報科学センターにて「情報基礎論」を担当させていただいております三好
賢周でございます。本日は、この研究会で発表させていただく機会を与えていただきまして、どう
もありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔OHP使用〕
＊「諸悪莫作衆善奉行」
　この演題の読み方なんですが、「しょあくまくさしゅぜんぶぎょう」です。これは仏教用語でござ
います。なぜこのようなテーマを選んで、本日は諸先生方の方にご提示したいかということにつき
ましては、これから順を追いながらお話を述べていきたいと思います。本日は諸先生方の胸をおか
りするつもりで、お話を進めていきたいと思いますので、何とぞよろしくお願い申し上げます。
　お手元の資料にキーワードとして入つばかり載せております。
〔キーワード〕　世界国家、CIA、盗聴、電子情報収集、情報犯罪、社会情報システム
　　　　　　　　情報文化、性善説・性悪説
　このキーワードに沿いながら時間があるようであれば、どのような形で講義に生かすようにして
いるか、またそれについての学生の反応およびレポートとしてメッセージを残してくれていますの
で、併せて御披露申し上げたく存じます。
　では、始めます。
＊（4）①世界国家というのは、今や情報化、ネットワーク化がすみずみまで行き渡りつつあります。
　　　例えばここにパソコンがありまして、ネットワークさえあれば、スタンフォード大学の研究
　　　室に飛び込むこともできる。又、逆に諸外国から京大、あるいは明治大学の情報科学センター
　　　のコンピュータに飛び込みができる。もちろんパスワードとか、いろいろな問題があるにし
　　　ろ、物理的国境的な考えでは、すまないだろうということで、このような表現をとってみま
　　　した。
　　②次のCIAは、先般、自動車日米交渉の中で、　CIAが盗聴していたという話が一部のマスコ
　　　ミで出ていたと思います。盗聴そのものは非合法でいいか悪いかこれはまた別にいたしまし
　　　て、少なくとも私たちは情報収集のあり方、あるいは取り扱いについては、すでに第2次世
　　　界大戦中から何度も繰り返し痛い目に遭っているわけでありまして、そういうことは当然あ
　　　るべきだという考慮の上で、“情報”というものをとらえていくべきだと考えます。
　いろいろな事例があるのですが、戦後で質の違う興味ある二つを挙げてみました。
一壁に耳あり障子に目あり一
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　②一1、一つは、ここに書いてありますように、1963年、ジョン・F・ケネディ大統領がダラスで
暗殺されました。それで各国の首相、大統領等多くのVIPが弔問に訪れたわけなんですが、当時の
首相は池田勇人さん、駐米大使は竹内竜次さんでした。ワシントン空港におりたった直後から会話
が始まりました。これは片方善治先生（情報文化学会の会長）が書かれた中から引用（『』内）さ
せていただいております。
　かいつまんで言いますと『竹内大使がタラップをおりてこられた池田勇人首相に対して、「赤坂の
何々さんに女の子が誕生されました。おめでとうございます」という内容。これはこれで向こうの
CIAの諜報員も、「ああ、これは人間らしいな」ニヤニヤ。ところが次の内容が大きな問題になった。
何かといいますと、首相が竹内大使に「葬儀に来たのだからどこへも行けぬな。マージャンでもや
るか」という話が出たんです。実はこの会話が全部盗聴されていまして、「何と日本は不謹慎な」と
いう事になった。』これは後日、日本の公安筋もそういう会話がなされたことを認めております。た
だし、一般には公表されなかったことなんですが、こういった盗聴は、通常、諸外国では当り前の
ことで、私はホテルや飛行機の中でもあり得ることだと思っております。
　②　2、もう一つは、「1982年、IBM産業スパイ事件の顛末」です。これもご存じでおられると思
いますが、資料に「姑息？な手段」と〔？〕を付けたのは、事実背景をよく理解していないと誤解
を招く恐れがあり、皆様のお手元のにはお渡ししておりません。私自身も、似たような取引上のイ
キサツで非常に痛い目にあっております。同じ過ちを3回やるのはばかだと言われますが、私は4
回もやってしまいました。そういうこともありまして、私事で甚だ恐縮ですが、それが原因で体調
を崩し数年間にわたるリタイヤで大きく人世を狂わされてしまいました。以後そのようなわけで日
本のメーカーとは一切やらない。IBM、　DEC等外国企業ならと決めております。
　もっともそのお陰？で、明治大学に御縁ができ、今ここに諸先生方の前で発表させていただく幸
運に恵まれる事になりました。
※1　拙論「日米情報文化の比較」1994・10・16情報文化学会を参照
　③次に「電子情報収集：エリント」、「エリント」はelectronic　inteligenceの略でありまして、
今やいろんなネットワークがあるわけですから、さまざまな電子情報収集をやっているだろうとい
うことであります。
　ここで注意しないといけないのは、ネットワークにつきましては、日本の三井物産、三菱商事、
等商社のネットワークはすばらしく充実しておりまして、CIAも「CAI以上」ということは認めて
おります。しかし、残念ながら「攻めのネットワーク」であり、とる方でありまして、情報収集そ
のものです。ところが、自分のところの情報を防ぐことにはほとんど手がつけられていない。それ
に対してCIAは、攻めと守りのバランスがとれている。なぜ守りができるかというと、盗む技術を
ものすごく研究していますので、当然盗まれ方を熟知していますから、「じゃ、防ぐにはどうするか」
ということに、長けている。ガードがしっかりされているということであります。
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　日本には昔から「壁に耳あり障子に目あり」という立派な格言があるのに、なぜ注意を払わない
のか不思議に思う次第であります。
＊④情報犯罪。次に、ここで問題になります情報犯罪ということなんですが、この犯罪を防ぐ方
　　法は、物理的、あるいは法的にいろいろ考えられているのですが、現実的に考えますと、物理
　　上、人事上、運用上、技術上のセキュリティーシステム、いずれも非常に膨大なお金がかかる。
　　またそれを行ったからといって、防げるかというと、そういうものではない。
　　　ポピュラーなものとして、パスワード、暗号があります。ただし、暗号も人間のつくったも
　　のですから、人間がその気になって解読しようと思えばできてしまう。
　　　ならば、どうしていくのかということになるわけなんですが、先ほど御講演された先生方も
　　触れられたように、「法律の抑止効果」ですね。でも、「生じた場合にどうするか」のよりどこ
　　ろであって、防ぐという意味ではやはり後ろ向きであろうと感じます。しかしなくては困るも
　　の、そういうものであろうと思います。
＊⑤　社会情報システム。次に、情報というものを社会情報システムという観点から考えてみると、
　　多少解決策というか、どうしたらいいのかというのがわかるのではなかろうかということで、
　　まとめてみたのがこの図であります。〔Fig－1〕
　　　社会情報システムは、図中「社会システム」、「情報システム」、「社会情報」の重なりあった
　　部分になるであろう。その中でどうやって情報をとらえていくかということを考えていくのだ
　　ろうと思います。
　　　〔Fig－2〕は経緯です。つまり、最初の段階はコンピュータ主体できただろう。今度は人間ア
　　プローチ型。これからは恐らく人間と計算機の論理と直感の部分が重なりあった、まさにうま
　　く共用していく、共存していくべき社会、これが「社会情報システム」だろうと考えておりま
　　　情報システム論
ケーション　　　　エージェントモデル
システム　　　　　　分散・協調
社会情報　　　　　統合’調整
システム飴
創発性　　　知的所有権
　　　セキュリティー
〔Fig－1社会情報システム論の3要素〕
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”計算機”アブローチ 疑似工学システム
　　（論理システム）
”人聞“アブローチ
”主体内在型”アブローチ
〔Fig－2〕
　　す。
＊⑥情報文化、「情報科学と文化科学の融合。情報文化のかかわり合いについて研究する新しい学
　　際的学問領域」。
　　　近年、「情報文化」と言われているのは、恐らくこういったことだろう。ただし、現在はまだ
　　確立した概念はありません。本日は図のみ〔Fig－3〕お示し致します。
⑦次に性善説・性悪説。これに関しては、未だ未だ不勉強なのですが、少なくとも一般、巷間
　　に言われているところでは、孔子、孟子さんというのは、本来、人間はいいものを持っている
（広義の）
情報文化
情報・文化
＊コンピュータグラフィクス
＊ンこユレーンヨン
＊バーチャルリアリティ
＊人工生命（AL）
文化を情報科学で見直す
　　＊物理学・情報学・生物学→文化
　　＊ミーム（ドーキンス）
　　＊人間の特性・認知科学・人工知能
情報に文化的価値を付加する
　　＊情報のもつ意味
　　＊非シャノン型思考
［Fig－3　自然科学の立場からみた情報文化の構成］
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　　んだ。だから、その良心に期待しましょうというふうに説かれていると聞いております。
　　　また一方、韓非子、筍子あたりは、逆に人間には悪い心の方が強いだろう。だから、そのこ
　　とからいろいろと社会なり、国の治め方を考えないといけないと、いうことだろうと思うので
　　すが、こと情報時代という観点からは、性悪説をもとに守りの態勢をとらざるを得ないのでは
　　ないか。そこからリスク管理というものが出てくるのではないかと考えております。
　　　私自身も従来、性善説をとっていたのですが、先ほど、少し述べたような経験上こと交渉、
　　取引のときには、相手が言うということは常に何か裏がある。疑うという意味ではなくて、常
　　に“？”をつけながら物事を考えていく。そうしておく方がよりベターである。これは人間と
　　して生きていく上でとても残念ですね。性善説の方がいいのですけれども、そうでもないと。
　　　では、人間の持っている良心といいますか、倫理、これは非常に難しい要素を含んでいると
　　思うのですが、そのものをどこでとらえるかというと、情報と言っても、幾らコンピュータが
　　進歩しましても、それに携わる、運用をする、あるいはその為のプログラムをつくるのは人間
　　だということで考えていきますと、人間の持っている良心に何とか訴える。あるいはそれをよ
　　りどころとするのが、はたから見ると甚はだ頼りない、危ういようにみえるのだけれども、実
　　のところ最も効果的で期待できるのではないかと考えます。
　では、表題の「諸悪莫作衆善奉行」との係わりに入ります。
〔直筆の掛け軸の写真より〕
　私ごとなんですが、臨済宗相国寺の派管長・有馬頼底御住職に、（京都仏教会の理事長兼務に壇那
寺というこでと師事しているのですが）、「ひとつこれを見せよう」ということで、前々の管長さん
がお書きになられた掛け軸を出していただいた写真が〔Fig－4〕です。
　有馬頼底管長さんは、主婦の友社（明大の近く）からいろいろな本を出されおり、その中にも書
かれていることでありますが、簡単に言えば、「悪いことをしなさんな。いいことをしなさいよ」、
ただ一言、それが真髄だよ。だから、「諸悪莫作衆善奉行」ということであります。写真下の説明文
を参照。
　私は期末最後の授業時に「随処作主立処皆真」という臨済義玄の言葉をはなむけとしていたので
すが、真意を十分理解せず使いますと、情報社会にとって含蓄のあるとてもよい言葉なんですが、
利己主義、周りがどうであれば自分さえよければいいのだという曲解を招きそうなので、昨年から
こちらに変えました。
　以前、情報の法制化について、慶応大の宮沢浩一先生、中央大の渥美東洋先生以下、警察庁の刑
事局の警視・竹内直人さん等の会合のときに「実務者として、法律はやっぱり役立つかね」という
問いかけがあり、過去のコンピュータ犯罪の犯人像をみてみましょうということになりました。こ
の〔Fig－5〕が示すように、「倫理観」は、すべてに当てはまる。となれば、人間性を高めていくこ
とが急務であるという結論になりました。
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［Fig－5　コンピュータ犯罪の犯人像］
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　では、講義において、この問題について、ご見解を述べてみたいと存じます。目的としては、一
つには、情報機器が扱えるということ、もう一つは情報倫理という二つのことを考えなければいけ
ないのですが、私の場合には、前・後期を通して評価するという方法をとっております。前期は、
どちらかというとコンピュータの全体像を説明して、ある程度コンピュータの扱い方に主力を置い
ていく。後期になりましてから、いわゆる「情報倫理」を中心に、でないと、最初から「情報倫理」
的な話をしましてもなかなかピントこないだろうと思います。
＊コンピュータ社会と人間〔Fig－6〕
　これは、所期の目的達成の為思うところがあって、私の独断で執筆編集、加筆した「情報科学入
門」から引用です。具体的には、このような全体図（1～Vまであり）を頭の中に描かせて、コン
ピュータ操作をやる。その上で実際の現場を体験させる。（富士通さんの御好意で、川崎工場、沼津
工場等見学を実施）後期になりましてからはレポート課題等。いろいろなことを通じ、情報という
ものの取り扱いを認識してもらうということであります。
＊レポート
　ことしはまだまとめていないんですが、幾っかレポートの中でこういうふうに言ってきておりま
す。
　「後期になってから情報についての講義を受けたおかげて、自分の中でちらかった知識がきれい
にまとまった」、これは、前期の短い中で、コンピュータの扱い方を教えなければいけないものです
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V　コンピータ社会と人閤
コンピュータについての知識
が不可欠です。
だれでも使える機械の開発が
必要です。トロン？
マンマシン。イン
ターフェースとは？
・人間と機械の橋
渡し役です。
・人間と対話する
　コンピュータに
なります。
・知識なしで使え
ます。
・携帯型自動翻訳
機などがその具
体例です。
安全対策とは？
故障や犯罪への対
策です。
。予備機が
控えてい
ます。
・データも
予備があ
ります。
・停電対策
も講じて
あります
・関係者へ
の教育を
行います』
・運営面で
も手を打
ちます。
・より安全
なハード
ウエアの
開発が必
要です。
これからの社会は？
・情報化がさらに進展していきます。→インターネット
・経済のソフト化が顕著になります。
・コンピュータの役割はさらに上昇します。
　本書の“はじめic”第V、　X章で触れているように種々の問題
も多く発生しており、今後ますます予測し得ないような状況や事
態も考えられる。
　そこで、いかにすれば「人間とコンピュータが共存していける
のか？」否、人間だけでなく、自然界をも含めたバランスをよく
よく考慮していかなければ、とんでもない世の中になっていくだ
ろう／
。“﨣?ｻ時代に処するためには、我々はさらに深く物事を考え、かつ理解する人間にならなけ
ればならない。
・随処作主　立処皆真
〔Fig－6　コンピュータ社会と人間〕
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から、可能な限り、のみ込みの遅い学生（世間一般でいう偏差値的できの良し悪しとは違う）を、
目安にしているもの」、多少無理かなと思いつつ進めていますので、多分後期になって、やっと頭の
中が整理できたのではないかなという感じでおります。
＊1．情報の基礎　　「適者生存の大原則」
　情報ということにおきましては、「適者生存の大原則」であります。これは善悪別にしまして、ま
さに情報社会というのはそうであろうということであります。
　「情報判断では、自分自身がきちっとした判断力を持っていかなければいけないということがよ
くわかってきた」、「情報のすばらしさ、怖さというものがよくわかった」
　これ等につきましても、ビデオの利用や、実例を挙げるよう努めております。
＊レポート
　次の、「後期の初めのころに2本のビデオの話を聞いて……」は、『情報文化入門』（片方善治先生
の御著書）を後期から併せて使っているんですが、「いいことが書いてあるが、なかなか理解できな
い」というものですから（零戦のビデオ）を見せました。これは戦争を見せるという意味ではなく
て、「零戦」あるいは「隼」の開発経緯が、日本の犯してきた、今から見ればミス、情報の扱い方と
いったことを知る。それによって得た知識と、一体化となってわかりやすくなるのではないでしょ
うか。
　最後にこのような講義方法で学生にどこまでわかってくれるのかなと、一番それが気になるとこ
ろであります。これは昨年情報科学センターの年報に載せさせていただいたものです。
※レポート中、“情報”という言葉、下の方6番目にあるのですが、「単に機械と人間と思っていた
　んだけれども、そうではなかった。人間対人間だったんだな」ということに気がついてくれたと
　いうことと、4番目にある「前期は本当に苦戦した」、学生は大変だったと思います。でも1年後
　に、「今は自分にとって使いやすいパソコンはどれかを探している」に至っては、私の方がとても
　嬉しく担当しているのは文科系の学生であり、7～8割まではキーボードはさわったことがない。
　怖いものだという学生が多い中で、ここまでなってくれたら、まずまず私の役目であるの基礎的
　なことを教えるということでは多少とも役立ったのかという感じをしております。
　　「幾ら情報があっても自分が主体である」ということですね。だから、自分はもっとしっかり
　しないといけないということに気がついてくれたということで、よしよしと一人悦に入っている
　次第であります。
持ち時間終了ということで、非常にはしょりまして、又、話が前後してしまい随分とお聞き苦し
く、先生方に真意を十分お伝えできたかどうか、はなはだ心配なんですが、とりあえず発表は終え
させていただきたいと思います。
　どうもありがとうございました。
〈司会〉ありがとうございます。
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　それではこ質疑、ご討論をお願いいたします。たびだび申しわけございません、所属とお名前を。
〈広沢：富士通〉すみません、またもや富士通の広沢と申します。
　ちょっとアメリカの価値観と、日本の価値観と違うかなと思いましたのが、日本の場合は善悪で
すぐ考えようとして、アメリカの場合には強弱で考えようとする。情報に関して端的にあらわれて
いるなと私が感じたのはパワーシフトですね。私自身としては、力関係のシフトというふうに勝手
に訳しているんです。つまり、情報を握った人間が力を持つんだという言い方ですね。そういう中
で「犯罪」と、先ほどもあったんですけれども、つまり、力を持つために情報を握ったんだという
か、いいか悪いかというと、すぐ倫理観にいって、そこは難しいんですけれども、倫理観というの
を、「正義」というふうに考えると、アメリカ的に言うというか、欧米的に言うと、力の強い者が正
義だという考え方が結構ありまして、そういう意味で倫理観というのは、日本に根づく倫理観とい
うのと、アメリカにというか、欧米的な倫理観というのとかなり違うのではないか。その辺で犯罪
との関係というか、学生にどう教えるかというのも今回のテーマだとは思いますけれども、その辺
のところをちょっとお聞かせ願いたいと思います。
〈三好〉これはおっしゃるように非常に難しいことなんですね。ただ、文化、考え方、宗教も違う
といえども、人間なんですね。今の御質問に、ちょうどうってつけの話を致しましょう。スタンフォー
ド大のドン・B・パーカー先生、アメリカ司法省のオーガスト・ベックウェイ先生、ロイヤーのゲー
リー・M・ホフマン先生がお見えになったときに、直接そのことをお伺いすることができ「お互い
人間で、とことん突き詰めていけば同じことだろう」。ただ、取引をする、交渉をするという形にお
いて、日本の同族社会の中で、“言わずもがな”、あるいは“阿ロ牛の呼吸”の中でいけることと、特
にアメリカに代表されるように、いわゆる契約社会ですね、すべて契約で行う。また、そうせざる
を得ない国の成り立ちということもあるわけです。
※2拙論「日米情報文化の比較・分析」1994・10・16、情報文化学会を参照
　だから、その辺のところはあるにしろ、根底には人間がどのように社会で対応していくかという
ルールづくり、このことを考えなければいけない。特に高度に情報化した場合には、一定のルール
づくりが重要だろうということですね。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔OHP使用〕
＊新聞切り抜き
　これは、必要に応じて教材に使うもので、「美しい心」、「新しいルールと枠が必要」という内容で
す。この二つについては逆に欧米の人たちは、大いに感銘して、おられた感触を得ていますので、
あながち日本的なものだけではないだろうと思います。
　簡単に申しますと、福島慶道さんは東福寺の管長さんです。いろいろ経緯はあるんですが、ある
時「掃除をせい」と言ったら、（雲水が）「きれいなところを何で掃除しなければいけないのか」と
いう愚問を発した。そうではないんだということですね。それからもう一つは、「陰徳」を積む。つ
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まり、人の見えないところでこそ徳を積んでいくことが、回り回って順番に1人1人にかえり世の
中がよくなるという話。
　今日の情報社会という新しい社会が出現してきたわけですから、法律という問題を抜きにしまし
て、「新しいルールと枠が必要」（遠藤讃圓氏・唐招提寺長老）、つまり、情報というものを取り扱う
のは、日本人だけではなくて、世界の人たちが使っているわけですから、その中でのルールづくり
をどうしていくかということが大事な第一歩だと思います。この新しい社会の出現により発生する
犯罪に関して先ぼど申し上げました、ドン・B・パーカー先生、オーガスト・ベックウェイ両先生は
情報犯罪の権威であり、また、ゲーリー・M・ホフマン先生は、知的財産権に於ける日米訴訟を数
多く手がけておられますが、異国同音に、「なぜ日本は、アメリカの情報社会でいろんな犯罪で混乱
しているのを見て、その対策、あるいは教育をされないんですか」ということを再三おっしゃてお
られる。アメリカは、こういう状態になって今さら手の打ちようがないようになってしまった。「日
本には昔から儒教だとか、いろいろなものを持っておられますね。道徳教育とかがあると聞いてい
ます。情報倫理を何とか早く教育に取り入れてくださいよ」というご助言をいただいたのを、よく
覚えております。
　上からただ「ああしてはいけない、こうしてはいけない」ということよりも、各個人個人がその
置かれた環境、あるいは社会の中で生きていく上での確立した一つのルールですね、そういったも
のの基本的な部分を自分たちで認識していく。そこからお互いのルールづくりというものが生まれ
てくるのではないかと思います。
　では、どうしたらいいか私の場合には、過去の諸々の歴史の話、情報戦についていえば日本でも
織田信長以降多くの事例があり、今は非常に便利な機械があるために、もうたくさんあるように見
えるんですが、個人個人にとっては、果たしてそんなに情報が多いかというと、ほとんど自分にとっ
てどうでもよいようなものでありまた、プラスになるものが情報という考え方でいけば、かなり限
定されるだろうと学生にもよく問いかけをします。
　又、講義の中ですと、一人一人に直接に話しかける機会が得がたいので、工場見学に行ったとき
など、あるいは何かのときに学生に触れながら、いろいろな具体例を挙げながら、「あ一だ、こうだ」
と討論していく過程で1年位たつと、大げさに倫理といわないまでも、ネットワークを使うに当たっ
ての自分たちが守らなければいけないものは何であるかのうイメージだけはつくり上げる、あるい
はわかりかけてくれているのではないかなと、そのように肌で感じております。
〈司会〉ありがとうございました。
それでは時間もございますので、この辺で三好先生の講演の方は終わりといたします。どうもあ
りがとうございました。（拍手）
それでは、次の講演でございます。専修大学法学部教授の梅本吉彦先生にお願いいたします。「情
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報教育における情報倫理の果たす役割」という題でございまして、梅本先生は、私立大学情報教育
協会というところの委員会の方で、実は情報倫理というもののご提案、推進、教科書の作成といっ
たことまでおやりになっておりますので、その辺の事情を中心にお話をお伺いしたいと思っており
ます。よろしくお願いいたします。
